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● 現在の研究について 

私は学生時代からずっと現代アメリカ文学、

特に1980年代を中心とする短編小説の社会学

的な解釈・分析に取り組んできました。主に

研究対象としたのは、レイモンド・カーヴァ

ーという、当時のアメリカ文壇における短編

小説の一大ブームを巻き起こした作家です。 

アメリカ北西部の労働者階級の一家に生ま

れたカーヴァーは、アルコール依存症や貧困、

家庭不和など、低所得層に属する人々の暮ら

しぶりを、平易な文章で淡々と描く作風で人

気を集めました。ヒッピーや黒人運動に代表

される 1960 年代の対抗文化ののち、1970 年代

以降のアメリカ社会は、一般的にふたたび保

守化の道をたどり始めたといわれますが、そ

のような「強いアメリカ」の再興をめざす保

守的な言説が飛び交う当時のアメリカにあっ

て、カーヴァーが作品中に描いた貧しいアメ

リカ人の姿は、いわば「陰のアメリカ」を浮

き彫りにしているといえるでしょう。カーヴ

ァーの作品は、「ミニマリズム」や「ダーティ

ー・リアリズム」などのキャッチフレーズと

ともに、アメリカ短編小説の復興の一翼を担

うことになります。 

カーヴァー作品の優れた点は、ときおり「貧

乏でも、べつにいいじゃない」という開き直

り（良い意味で）をみせる登場人物が描かれ

ていることだと私は考えています。高価な車

に乗って、いいものを食べて、最新のスタイ

ルの服を着て・・・そういう消費文化にあこ

がれつつも、現実には厳しい経済格差にはば

まれ、貧乏なままの自分に嫌悪感と羞恥心を

抱いてしまう。そういう消費主義というイデ

オロギーから逃走し、ある意味とっぴで奇矯

な行動に小さな幸福を見出す登場人物たちを、

カーヴァーは好んで描いたように思います。 

現在、世界ではグローバリズムの掛け声の

もと、富める者はますます富み、貧しい人々

はますます貧しくなるという経済的不均衡が

問題とされています。これまで以上に生きづ

らくなりつつある現代社会に暮らす私たちに

とって、カーヴァーの描く日常の小さな幸福

のかたちは、多様な生のあり方を考えるため

のヒントとなるのではないでしょうか。 

 

● 今後進めていきたい研究について 

これからはもう少し研究の裾野をひろげ、

カーヴァーと同様に、大企業中心主義や消費文

化、グローバリズムといったイデオロギーに対

抗する、あるいはそこから跳躍するような生の

ありようを提示する文学作品を、自分なりに分

析し、社会に紹介していきたいと思っています。

東日本大震災を受けて、今の社会のあり方と、

私たちの生き方に疑問を抱いた方も多くおら

れると思います。市民公開講座などを通してそ

のような方々と対話を深め、文学の面白さを一

緒に掘り起こすことができれば幸いです。 

 

● 地域• 社会と連携して進めたい内容 

アメリカ文学・映画を対象とする市民講座

等。 
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